
平成 29 年度 実践研究発表会 

ご案内（第二次案内） 
 

 

 

子ども達の未来へとつなぐ 

「桃陽のまなび」の創造 
 

～一人一人のニーズに応じた指導・支援の充実 ～ 
 

京都市教育委員会「病弱特別支援教育における個別のニーズに応じた指導・支援の実践研究」研究指定 

文部科学省委託「入院児童生徒等への教育保障体制整備事業」協力校 
 

 

 

平成 29 年 11 月 30 日（木）14:00～17:00（受付 13:30～） 

会場 京都市総合教育センター 

（京都市下京区河原町通仏光寺西入） 

平成 29 年 12 月 1 日（金）10:00～17:00（受付 9:40～） 

会場 京都市立桃陽総合支援学校 

（京都市伏見区深草大亀谷岩山町 48-1） 

 

京都市立桃陽総合支援学校 



入院治療のため，学校に通えなくなる子どもたちに教育が十分に保障されるよう，文部科

学省より「入院児童生徒等への教育保障体制整備事業」の委託を受けて２年目となりました。

総務省の「フューチャースクール事業」文科省の「学びのイノベーション事業」への参画以

来培ってきたＩＣＴ活用の実践や，長年にわたって築いてきた医教の密接な連携のもと，各

病院の分教室や訪問教育における取組を充実させてまいりました。 

また，桃陽総合支援学校本校におきましては，近年，心身症の児童生徒が増加しており，多

くのケースにおいて背景に発達障害が推測されます。原籍校に戻った時に，より適切な配慮が

受けられるよう，障害の特性に応じた支援のあり方や，原籍校との連携のあり方についても研

究を進めております。 

研究報告会は二部体制とし，１日目は，分教室の取組と，「入院児童生徒等への教育保障体

制整備事業」について，２日目には本校の心身症・発達障害のある児童生徒への支援を中心に，

研究実践報告を行います。ぜひ，多くの方にお集まりいただき，忌憚のないご意見を賜ります

ようお願い申し上げます。 

 

 
＜１日目＞ 11 月 30 日（木）14:00～17:00（受付 13:30～） 

14:00～14:20  授業配信 特別活動「ぶんぶんタイム」（分教室集会） 

（4 つの病院分教室よりテレビ会議システムで中継） 

14:25～14:30  開会 挨拶 

14:30～15:40  文部科学省委託「入院児童生徒等への教育保障体制整備事業」の 

概要及び桃陽総合支援学校の取組の報告 

 

15:50～16:50  講評・講演 
    「今後の病弱教育の展望」 

       文部科学省 初等中等教育局特別支援教育課 

    特別支援教育調査官  

萩庭 圭子氏 

16:５0～  閉会 挨拶 

＜2 日目＞ 12 月１日（金）10:00～17:00（受付 9:40～） 

10:00～10:40  京都市立桃陽総合支援学校 学校紹介 

10:50～11:20  ＩＣＴ活用体験 

11:35～12:30  公開授業 

13:15～14:05  研究授業 



【小学部】  [4 限] 11:35～12:20  [5 限] 13:15～14:00  

 学年 教科 授業者 授業内容 

4 限 

4 年 理科 佐藤敏彦 もののあたたまり方 

５・6 年 図工 関口裕一 版を生かして（版画） 

5 限 

4・5 年 特別活動 橋本瑞希 
情報モラル 君ならどうする こんなとき 

～不適切な情報に出会った時の対処法～ 

6 年 社会 二村裕子 わたしたちの生活と政治 

【中学部】  [4 限] 1１:40～12:30  [5 限] 13:15～14:05  

 学年 教科 授業者 授業内容 

4 限 

1・2 年 
総合的な 

学習の時間 
佐々江洋介 

学校生活充実プロジェクト 

～考えよう！わられのハッピーライフ～ 

3 年 社会 萩原 弘 私たちの生活と経済 

5 限 1～3 年 自立活動 橋本果穂 
『ちょっと立ち止まって』 

～考えてみよう！みんなの幸せのためにルールがあることを～ 

 

14:20～17:00 全体会 

14:20～14:30 挨拶  

14:30～15:20 研究概要及び各部の研究 

研究主任，小・中学部長，分教室部長，支援部長 
 

15:30～16:50  講演  

「医療と教育の連携による発達障害のある子への支援」 

京都少年鑑別所 精神科医  定本 ゆきこ氏 

京都少年鑑別所法務技官・精神科医として、非行を犯した子どもたちの指導

に携わる。また，京都市内のクリニックでも多くの発達障害のある子どもたち

の診療にかかわる。 

 ライフサイクルのなかで様々な生きにくさに直面する子どもたちに寄り添い，

子どもたちが 発達課題を乗り越えていくための支援や啓発に取り組む。 

 

16:50～    閉会 挨拶  



 


